
１ ４管理コストを削減 割れない電球

蛍光灯比約50％,白熱球比約70％,
水銀灯比約65％の消費電力削減が可能です。LED照明の
寿命は４０，０００時間。従来のハロゲン球や蛍光灯では頻繁
に発生していた交換などの手間を大幅に削減できます。

大震災等では蛍光灯は大部分が破損します。LED照は衝撃
に強いポリカーボネイト樹脂又はアクリル樹脂を外装に使用
しており、地震でも飛散することはありません。

LED照明は半導体が発光するため、白熱電球の不活性ガス
や蛍光灯の水銀ガスのように 人体に有害なガスの封入を

電気消費量の削減は、ＣＯ2の削減となりますので、省エネ
法 温暖化対策推進法なのを実践する場合に 効果的な環
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管理コストを削減 割れない電球

ＣＯ2が激減水銀ガスの不使用

や蛍光灯の水銀ガスのように、人体に有害なガスの封入を
必要としません。

法、温暖化対策推進法なのを実践する場合に、効果的な環
境対応商品として簡単に導入できます。

LED電球は直流電流で作動するので、これまでの蛍光灯の
ようなチラつきは一切発生しません。常に点灯状態ですの
で、人間の目にもやさしく眼球への疲労も軽減しますので、事
務処理等の作業環境も改善します。

蛍光灯や白熱球などの多くの光源とは異なり、紫外線や赤
外線を含まない光が簡単に得られます。それによって、照明
による衣類やパッケージ等の日焼けをしません。虫の可視光
線である紫外線をほとんど発生しないので、虫の飛来が激
減します。

３ ６ 紫外線や赤外線を低減明かりがチラつかない

工場や倉庫などの高天井の場合、
長寿命による交換費用の低減も期待できます。

減します。

約６８％

削減

導入事例 【 工場 】

≪既存器具≫

高天井照明 （水銀灯１０００W） ３０台

蛍光灯 （FLR40W×2灯） ２０台

≪ＬＥＤ照明器具≫

ＬＥＤ高天井照明 （クラス４０００） ３０台

４０Ｗ２灯相当 ＬＥＤライトユニ ト ２０台

削減

導入事例 【オフィス】

≪既存器具≫

高天井照明 （水銀灯１０００W） ３０台

蛍光灯 （FLR40W×2灯） ２０台

年間消費電力 ６６，７３９ Kwh
年間電気料金 １，３３４，４７４ 円

≪ＬＥＤ照明器具≫

ＬＥＤ高天井照明 （クラス４０００） ３０台

４０Ｗ２灯相当 ＬＥＤライトユニット ２０台

年間消費電力 ２０，２９８ kwh
年間電気料金 ４０５，９０９ 円

約６９％

削減

導入事例 【オフィス】

≪既存器具≫

蛍光灯 （FLR40W×2灯） ４０台

ダウンライト（FHT24形） ２０台

年間消費電力 ７，７７２ Kwh
年間電気料金 １５５ ４４３ 円

≪ＬＥＤ照明器具≫

４０Ｗ２灯相当 ＬＥＤライトユニット ４０台

ＬＥＤダウンライト ２０台

年間消費電力 ２，３９５ kwh
年間電気料金 ４７ ９００ 円

お電話、メールでの

お問い合わせを承っております。

株式会社アルファＣＯＭ
TEL ：（084）949-3550 （受付時間9：00～18：30）
FAX ：（084）949 3411

ダウンライト（FHT24形） ２０台

年間消費電力 ７，７７２ Kwh
年間電気料金 １５５，４４３ 円

ＬＥＤダウンライト ２０台

年間消費電力 ２，３９５ kwh
年間電気料金 ４７，９００ 円

※同等のLED照明器具に置換えした場合

条件）電気料金単価：２０円/1kw/円　　

　　　　８時間/日,　２２日/月　点灯

株式会社アルファＣＯＭ
TEL ：（084）949-3550 （受付時間9：00～18：30）
FAX  ：（084）949-3411
Email  ：info@alphacom-inc.jp



｢水俣条約｣を採決 国連会議 水銀 世界で規制

日本国内では、水俣条約より基準が厳しい規制がかかります。
※経済産業省「新成長戦略」「エネルギー基本計画」（平成22年6月18日 閣議決定）グリーン・イノベーションによる環境・エネルギー大国戦略の柱の一つと

して、高効率次世代照明（LED照明・有機EL照明）を2020年までにフローで100％、2030年までにストックで100％普及させることを目標とする。

※一般社団法人 日本照明工業会「照明成長戦略2020」半導体照明（SSL）※1の占有率を2020年にフロー100％・ストック50％、2030年にストック100％を目

標とする。

２０１５年１１月２７日 京都新聞

水銀灯
　水銀含有量にかかわらず、2020年末で製造・輸出入が禁止になります。
　但し販売・使用は可能ですが…

蛍光灯
水銀含有量が基準以下であれば今後も製造 販売 使用が可能ですが

して、高効率次世代照明（LED照明・有機EL照明）を2020年までにフローで100％、2030年までにストックで100％普及させることを目標とする。

※一般社団法人 日本照明工業会「照明成長戦略2020」半導体照明（SSL）※1の占有率を2020年にフロー100％・ストック50％、2030年にストック100％を目

標とする。

　水銀含有量が基準以下であれば今後も製造・販売・使用が可能ですが…

　大手メーカーでは生産終了が相次いでいます

東芝ライテック ２０１５年３月 電球形蛍光ランプの生産を終了

２０１６年３月 直管蛍光ランプ18品種、コンパクト蛍光ランプ36品種の生産を終了

２０１７年３月 蛍光灯器具・ＨＩＤ器具及び一部の安定器の生産を終了

２０１６年３月 直管蛍光ランプ18品種、コンパクト蛍光ランプ36品種の生産を終了

２０１７年３月 蛍光灯器具・ＨＩＤ器具及び一部の安定器の生産を終了

パナソニック ２０１９年３月末 蛍光灯照明器具 完全生産終了(蛍光ランプは生産継続）

三菱電機照明 ２０１９年３月末 蛍光灯照明器具 完全生産中止（蛍光ランプも生産終了）

NECライティング ２０１８年３月末 蛍光灯照明器具 生産終了(特殊用途蛍光灯器具・蛍光ランプは生産継続）

今後、廃棄にも今まで以上のコストがかかるようになります。

早めにLED化していただくことをおすすめいたします


